








5,結論 

先天性腎・尿路疾患を早期に発見することを目的とした集団検尿の検査項目として,1 次検

尿へ尿比重の測定,細菌尿の検査を導入することおよび 3 次検診へ腎超音波検査を導入す

ることについて検討を行い次のような結果を得た。 

1)集団検尿において,1.010 以下の低比重尿を拾い上げると,対象となる生徒数が集団検尿

で処理できる範囲内にあるが,1.015以下を拾い上げた場合には1次検尿の陽性者数が全生

徒数の 25%近くになり,集団検尿で処理できる範囲を逸脱するものと思われた。 

2)学校集団検尿において細菌尿の検査を行う場合には,亜硝酸塩反応を単独で用いるより,

これらに尿中白血球検出用の試験紙を併用した方が偽陽性率を減少させることができるも

のと考えられた。 

3)3 次検診への腎超音波検査の導入は時間的にも技術的にも実施可能であり,また本法は

先天性腎・尿路疾患の発見に有用であると考えられた。 


